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公表 事業所における自己評価総括表

○事業所名 チャイル ドcoco羽 島

O保護者評価実施期間
令不日6年 5月 26日 令和7年 5月 27日

○保護者評価有効回答数 (対象者数 )
|

241(回答者数 )
10

○従業者評価実施期間
令稿 年5月 26日 令和7年 5月 27日

○従業者評価有効回答数 (対象者数)
|

101(回答者数)

〇事業者向け自己評価表作成日
令和7年 5月 27日

○ 分析結果

事業所の強み (※ )だ と思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行つている取組等 さらに充実を図るための取組等

アットホームな環境で、お子さまの特性・状況に応した支援 お子さまの興味関心が持てる遊びをすることを基本とし、自分 (達 )がやり

たい遊びを自ら選択することで「選択力」「判断力 |「行動力」の成長を促

進し、遊びを通してお友たちとコミュニケーションをとる中で「自己表現の

方法」社会のルール(ソーシャルスキル)を身につけていけるように見守り手

助けをしています。その中で感覚遊びなども取り入れ過敏さを少しても軽減

していけるような支援も取り入れています。

お子さまのペースに合わせた支援を心掛けているので

よく観察しその日その日で無理のないような支援を

より心掛けていきます。

その日の支援内容や出来事について、

連絡帳や‖neなどで細かく説明し情報共有をしています。

どんなことをしたのか表情などがわかりやすいように、写真な

どを使つて説明して情報共有を行つています。

写真での情報共有が喜んでいただけているので

引き続き取り組んでいきたいと思います。

イベ ン ト活動が人気です。 毎月スタッフで話し合いや保護者様へのアンケートを取り

楽しみにきていただけるように、楽しく活動できるように

イベントの計画を立てています。

長距離の場所へのおでかけも、大人気です。

アンケート等を取つたりして

喜んでいただけるようなイベントを

引き続き計画していきます。

事業所の弱み (※ )だ と思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等 改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

保護者同士の交流がほとんどない 働いている保護者の方が多いので、

定期的に行う時間の確保が難しい

年 1回の開催でもできるよう検討を していく。

ありがたいことに、ご利用ご希望者が多いが退会者も少なく、

新しく利用を希望する方や支援がぅ
要だと思われるお子さまた

ちにご利用していただけないこと。

HPなどで療育や支援内容等をアップしていき

周知活動も行つていく。

どのお子さまにも無限の可能性がある事や、

可能性を引き出すサポ ー トをさせていただ く保護者や

お子さまにとつて居心地のよい場所になるよう努めていく


